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三島市議会との勉強会　7／16

６月定例会 平成２６年９月

No.177

主　な　内　容
６月定例会
議案の審議結果等･･････････････Ｐ２
議案ごとの審議結果（表）･･････Ｐ３
一般質問････････････････Ｐ４～Ｐ６
政務活動費会計報告････････････Ｐ７
議会諸活動等･･････････････････Ｐ８

（
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影

　
折
橋
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）



○
箱
根
町
職
員
の
配
偶
者
同
行

休
業
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
職

員
が
外
国
で
の
勤
務
そ
の
他
の

理
由
に
よ
り
外
国
に
住
所
等
を

定
め
て
滞
在
す
る
配
偶
者
と
生

活
を
共
に
す
る
た
め
の
休
業
制

度
が
創
立
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

新
た
な
条
例
を
制
定
す
る
こ
と

に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

○
箱
根
町
消
防
長
及
び
消
防
署

長
の
資
格
を
定
め
る
条
例
の
制

定
　地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性

を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
消
防

組
織
法
が
一
部
改
正
さ
れ
消
防

長
及
び
消
防
署
長
の
資
格
を
条

例
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
た

め
、
新
た
な
条
例
を
制
定
す
る

こ
と
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

○
箱
根
町
部
設
置
条
例
の
一
部

改
正　地

方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、

現
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

こ
と
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

○
箱
根
町
人
事
行
政
の
運
営
等

の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

人
事
行
政
の
運
営
等
の
公
表
に

関
し
、
任
命
権
者
が
報
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
が
追
加

さ
れ
た
こ
と
か
ら
現
行
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い

て
可
決
し
ま
し
た
。

○
箱
根
町
行
政
財
産
の
目
的
外

使
用
に
係
る
使
用
料
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い

現
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

こ
と
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

○
箱
根
町
町
税
条
例
等
の
一
部

改
正　地

方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
公
布
、
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
現
行
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い

て
可
決
し
ま
し
た
。

○
箱
根
町
非
常
勤
消
防
団
員
に

係
る
退
職
報
奨
金
の
支
給
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

等
責
任
共
済
等
に
関
す
る
法
律

施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
が
公
布
、
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
現
行
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
可
決
し

ま
し
た
。

○
箱
根
町
火
災
予
防
条
例
の
一

部
改
正

　消
防
法
施
行
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
が
公
布
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
現
行
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
可

決
し
ま
し
た
。

○
消
防
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

事
業

　消防
救
急
無
線
デ
ジ
タ

ル
化
活
動
波
工
事

　Ｎ
Ｅ
Ｃ
ネ
ッ
ツ
エ
ス
ア
イ
株

式
会
社
神
奈
川
支
店
と
３
億
8048

万
4000
円
で
契
約
す
る
こ
と
に
つ

い
て
可
決
し
ま
し
た
。

○
救
急
業
務
高
度
化
推
進
事
業

高
規
格
救
急
自
動
車

　神
奈
川
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式

会
社

　直
販
部
と
2030
万
4000
円
で

契
約
す
る
こ
と
に
つ
い
て
可
決

し
ま
し
た
。

○
救
急
業
務
高
度
化
推
進
事
業

高
規
格
救
急
自
動
車
用
医
薬

品
・
医
療
器
具
購
入

　株
式
会
社
ワ
コ
ー
商
事
と
1023

万
8400
円
で
契
約
す
る
こ
と
に
つ

い
て
可
決
し
ま
し
た
。

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

　固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員

　吉
田
幸
伸
氏
は
平
成
26

年
６
月
26
日
を
も
っ
て
任
期
満

了
と
な
る
が
そ
の
後
任
と
し
て

引
き
続
き
同
人
を
選
任
す
る
こ

と
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

○
箱
根
町
内
の
神
奈
川
県
所
有

未
利
用
施
設
を
活
用
し
た
「
未

病
い
や
し
の
里
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
」
の
設
置
に
係
る
意
見
書

の
提
出

　町
内
に
あ
る
閉
鎖
中
の
県
有

施
設
を
整
備
し
た
上
で
、
「
未

病
い
や
し
の
里
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
」
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

を
神
奈
川
県
知
事
へ
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

○
平
成
25
年
度
箱
根
町
一
般
会

計
予
算
繰
越
明
許
費
の
繰
越
し

に
つ
い
て

○
平
成
25
年
度
箱
根
町
一
般
会

計
予
算
の
事
故
繰
越
し
に
つ
い

て○
一
般
財
団
法
人
箱
根
町
観
光

協
会
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い

て○
箱
根
町
土
地
開
発
公
社
経
営

状
況
の
報
告
に
つ
い
て

○
公
益
財
団
法
人
箱
根
町
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
財
団
経
営
状
況

の
報
告
に
つ
い
て

条

　
　
例

人

　
　
事

物
件
供
給
契
約

工
事
請
負
契
約

議
会
議
事
案
件

報
告
事
項

町議会6月定例会は、
6月10日から6月20日までの会期で開催され、条例の改正や一般質問を行いました。

6月定例会
議会だより　はこね第177号 平成26年9月　（2）



６月定例会

議　案　等

議案ごとの審議結果

※　記号の説明　　可：原案可決　　同：原案同意　　○：賛成　　×：反対

議

長

は

採

決

に

参

加

し

ま

せ

ん

西 

村 

和 

夫

沖 

津 

弘 

幸

折 

橋 

尚 

道

遠 
藤 

秀 

則

石 
川

　
　
栄

山 

田 
和 
江

稲
葉 

親
太
郎

山 

田 

成 

宣

勝 

俣 

公 

好

小 

川 

鶴 

雄

勝 

俣 

剛 

一

川 

口 

延 

明

川 

端 

祥 

介

村
野 

由
紀
子

議 

決 

結 

果

可 ○○○○○○○○○○○○○箱根町職員の配偶者同行休業に関する条例の制定に
ついて

可 ○○○○○○○○○○○○○箱根町消防長及び消防署長の資格を定める条例の制
定について

可 ○○○○○○○○○○○○○箱根町部設置条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

可 ○○○○○○○○○○○○○箱根町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

可 ○○○○○○○○○○○○○箱根町行政財産目的外使用に係る使用料に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

可 ○○○○

×

○○○○○○○○箱根町町税条例等の一部を改正する条例の制定につ
いて

可 ○○○○○○○○○○○○○箱根町非常勤消防団員に係る退職報奨金の支給に関
する条例の一部を改正する条例の制定について

可 ○○○○○○○○○○○○○箱根町火災予防条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

可 ○○○○○○○○○○○○○
箱根町内の神奈川県所有未利用施設を活用した「未
病いやしの里センター（仮称）」の設置に係る意見
書の提出について

　議会は公開を原則にしていますので、どなたでも会議の傍聴をすることができます。
　町政を身近に知るためにも議会の傍聴をおすすめします。
　傍聴を希望される方は本会議の当日、議会事務局(箱根町役場本庁舎４階)で受付簿に住
所、氏名などを記入していただくだけで結構です。

　本会議は６月・９月・12月・３月の年４回の定例会とそれ以外の月に開催される臨時会
があります。
　日程は議会運営委員会で決定されます。

詳しいことは、議会事務局までおたずね下さい。(☎85-9570）

“ 議会を傍聴してみませんか ”

可 ○○○○○○○○○○○○○

可 ○○○○

×

○○○○○○○○

可 ○○○○○○○○○○○○○

同 ○○○○○○○○○○○○○

工事請負契約の締結について

物件供給契約の締結について

物件供給契約の締結について

固定資産評価審査委員会委員の選任について

議会だより　はこね（3）　平成26年9月 第177号



南
足
柄
市
と
箱
根
町
を
連
絡
す
る
道

路
（
南
箱
道
路
）
に
関
連
す
る
仙
石

原
地
区
の
道
路

整
備
に
つ
い
て

町の考え方を問う

一一
般般
質質
問問

○石川　　栄(Ｐ4)  ☆2040年の人口問題について　　　　　　　　
☆箱根町総合計画について

○勝俣　公好(Ｐ4)  ☆南足柄市と箱根町を連絡する道路(南箱道路)
  に関連する仙石原地区の道路整備について

○村野由紀子(Ｐ5)  ☆箱根町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計
　画について　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　・有害鳥獣対策について  
○川端　祥介(Ｐ5)  ☆地球温暖化対策について　　　　　　　
　　　　　　　　　　・オープンデーターについて　　　　　　　　

☆公共クラウドについて
○川口　延明(Ｐ5)　☆今後の観光戦略について  
○折橋　尚道(Ｐ6)  ☆箱根町観光関係予算について
　　　　　　　　　　・オリンピックを見据えた観光施策について
　　　　　　　　　　・新たな経済活動が期待される南足柄市との連

　絡道路とジオパーク参入について
　　　　　　　　　　・観光圏の取り組みについて
○勝俣　剛一(Ｐ6)  ☆救急患者の搬送について
　　　　　　　　　　・地域防災取り組みについて
○山田　和江(Ｐ6)  ☆住宅リフォーム助成制度で地域経済活性化を
　　　　　　　　　　・公共施設について   
質問が複数ある議員については☆のついている方を掲載しています。

５
月
８
日
に
テ
レ
ビ
放

映
さ
れ
た
2040
年
に
は
人

口
減
少
に
よ
り
消
滅
の
可
能
性

が
よ
り
高
い
市
町
村
リ
ス
ト
に

箱
根
町
も
挙
げ
ら
れ
た
こ
と
に

つ
い
て

報
道
に
つ
い
て
シ
ョ
ッ

キ
ン
グ
な
推
計
に
驚
い

て
い
る
。
た
だ
、
何
も
し
な
い

場
合
の
推
計
と
認
識
し
て
い
る

が
一
つ
の
警
鐘
と
し
て
真
摯
に

受
け
止
め
、
今
後
の
人
口
推
移

を
注
視
し
な
が
ら
努
力
し
て
い

く
。

消
滅
し
な
い
た
め
の
早

い
対
応
が
必
要
と
考
え

る
が
、
各
部
署
若
手
職
員
中
心

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
ち
、
立
ち
上
げ
る
こ
と

は
出
来
な
い
か

定
住
化
対
策
は
重
要
課

題
と
し
て
認
識
し
て
い

る
。
平
成
14
年
に
住
宅
政
策
検

討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

た
。
特
に
「
子
育
て
支
援
」
は

小
児
医
療
費
助
成
制
度
、
低
廉

な
保
育
料
な
ど
県
内
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
支
援
対
策
を
実
施
し
た

が
、
こ
れ
ら
の
施
策
が
直
接
的

に
定
住
化
に
結
び
つ
い
て
い
る

の
か
再
度
検
証
を
し
、
次
期
総

合
計
画
策
定
を
通
じ
て
総
合
的

な
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
。

総
合
計
画
に
つ
い
て
　

総
合
計
画
は
町
の
最
上

位
計
画
で
あ
り
５
年
ご
と
の
進

行
状
況
が
示
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
な
の
で
進
捗
・
進
行
管
理
等

に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
の
か

総
合
計
画
に
位
置
付
け

ら
れ
た
各
施
策
を
検
証

す
る
こ
と
は
次
期
総
合
計
画
を

策
定
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
作

業
で
あ
る
の
で
早
急
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

QQAA

　6月
定
例
会
で
は
、
町
政
全
般
へ
8
人
の
議

員
が
17
項
目
に
わ
た
る
一
般
質
問
を
行
い
ま
し

た
。
な
お
、
質
問
者
及
び
質
問
項
目
は
、
左
の

表
の
と
お
り
で
す
。

　掲載
に
あ
た
っ
て
は
紙
面
の
都
合
上
、
質
問

内
容
、
回
答
共
に
抜
粋
し
、
編
集
し
た
も
の
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

QQ

AA

AA

QQ

南
箱
道
路
の
開
通
は
、

産
業
や
、
経
済
の
活
性

化
と
発
展
に
つ
な
が
る
と
共
に

渋
滞
解
消
に
も
、
大
い
に
役
立

つ
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

国
道
138
号
線
に
接
続
す
る
交
差

点
の
渋
滞
解
消
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

交
差
点
で
の
ス
ム
ー
ズ

な
交
通
の
確
保
を
図
る

た
め
に
は
、
各
方
面
か
ら
の
右

折
車
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
国
道
138
号
、
仙
石

原
交
差
点
か
ら
、
南
箱
道
路
入

り
口
に
向
か
う
車
の
右
折
車
専

用
レ
ー
ン
や
、
南
箱
道
路
、
南

足
柄
市
側
か
ら
の
、
国
道
138
号
、

仙
石
原
交
差
点
に
向
か
う
車
の

左
折
車
専
用
レ
ー
ン
が
設
置
で

き
れ
ば
、
交
差
点
で
の
渋
滞
対

策
に
有
効
な
手
段
と
考
え
て
い

る
。

　
地
元
に
も
情
報
提
供
し
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
早
期
完
成
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

南
箱
道
路
開
通
に
伴
う

仙
石
原
交
差
点
付
近
の

渋
滞
解
消
に
つ
い
て

県
が
行
っ
て
き
た
交
差

点
改
良
は
、
地
権
者
の

了
解
が
得
ら
れ
ず
、
進
展
を
し

て
い
な
い
。

　
一
方
当
初
の
地
元
要
望
か
ら

年
月
が
経
過
し
て
お
り
、
交
差

点
を
取
り
巻
く
状
況
に
変
化
が

生
じ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
右
折
車
線
相

当
幅
員
の
確
保
に
よ
る
右
折
車

の
分
離
等
現
計
画
に
影
響
が
少

な
い
計
画
変
更
が
で
き
な
い
か

等
、
検
討
協
議
を
関
係
機
関
と

行
っ
て
い
き
た
い
。

　
事
業
実
施
す
る
に
は
、
地
元

の
方
の
用
地
協
力
が
必
要
不
可

欠
な
の
で
、
町
も
、
県
と
調
整

後
、
仙
石
原
地
域
総
合
整
備
協

議
会
を
早
々
に
開
催
を
し
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
う
な

ど
、
県
の
取
り
組
み
に
協
力
を

し
て
い
く
。

QQ

２
０
４
０
年
の
人
口
問
題
に

つ
い
て

石
川

　栄

QQ

AA

AA

勝
俣

　公
好
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県
の
新
事
業
で
あ
る
、

観
光
地
等
に
お
け
る
イ

ノ
シ
シ
集
中
捕
獲
モ
デ
ル
事
業

は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
し
ょ

う
か
。

県
の
計
画
で
は
、
環
境

課
で
管
理
を
し
て
い
る
、

宮
城
野
苗
甫
の
敷
地
内
に
、
高

さ
2.3
ｍ
、
幅
２
ｍ
、
奥
行
３
ｍ

の
囲
い
わ
な
を
設
置
し
、
イ
ノ

シ
シ
を
集
中
的
に
捕
獲
す
る
。

実
際
に
罠
を
か
け
る
の
は
、
７

月
か
ら
60
日
程
度
と
聞
い
て
い

る
。

仮
称
、
箱
根
町
有
害
鳥

獣
防
止
対
策
協
議
会
を

設
置
す
る
予
定
と
言
う
こ
と
で
、

環
境
課
、
Ｊ
Ａ
か
な
が
わ
西
湘
、

箱
根
町
自
治
会
連
絡
協
議
会
、

県
猟
友
会
箱
根
支
部
、
環
境
省

な
ど
が
、
参
加
予
定
、
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
に
関
す
る
事
項
、

そ
の
他
被
害
防
止
施
策
の
実
施

体
制
に
関
す
る
事
項
、
な
ど
検

討
協
議
を
し
て
行
く
と
い
う
事

で
す
が
、
大
変
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
の
で
、
早
急
に
設
置
を

し
て
、
開
催
を
し
て
ほ
し
い
が
、

予
定
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

７
月
中
に
第
１
回
の
会

議
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。

猟
友
会
の
方
々
も
よ
く

や
っ
て
下
さ
っ
て
い
ま

す
が
、
罠
免
許
の
取
得
、
猟
銃

免
許
の
取
得
者
の
確
保
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

当
面
は
、
猟
友
会
の
メ

ン
バ
ー
中
心
に
や
っ
て

い
く
。
県
か
ら
示
さ
れ
て
い
る

捕
獲
実
施
者
の
数
は
、
必
要
最

小
限
と
い
う
よ
う
な
基
準
も
あ

る
。
新
た
に
配
属
さ
れ
た
、
職

員
に
罠
免
許
の
取
得
を
考
え
て

い
る
。

QQAAQQ

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ

い
て
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
が
４
月

に
報
告
し
た
温
暖
化
に
つ
い
て
、

こ
の
報
告
に
対
す
る
、
町
長
の

ご
見
解
と
、
町
の
引
き
続
き
の

温
暖
化
防
止
の
目
標
の
設
定
や
、

企
業
、
ま
た
住
民
に
対
す
る
具

体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

お
伺
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

一
人
ひ
と
り
が
無
理
な

く
、
環
境
問
題
に
取
り

組
み
な
が
ら
、
恵
ま
れ
た
自
然

環
境
の
保
護
に
努
め
、
世
界
か

ら
目
標
と
さ
れ
る
環
境
先
進
観

光
地
箱
根
を
目
指
し
て
い
る
。

町
で
も
地
球
温
暖
化
対
策
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
企
業
や
住
民

に
対
し
て
は
、
箱
根
町
環
境
基

本
計
画
に
お
い
て
、
環
境
保
全

行
動
指
針
を
定
め
、
環
境
に
配

慮
し
た
行
動
の
実
践
を
通
じ
て
、

環
境
先
進
観
光
地
と
し
て
地
球

環
境
保
全
に
貢
献
す
る
社
会
を

目
指
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
に

向
け
た
、
普
及
啓
発
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。

町
に
ふ
さ
わ
し
い
、
Ｃ

Ｏ
２
の
削
減
に
向
け
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
や
、
木
材
、

温
泉
熱
を
活
用
し
た
電
源
の
地

産
地
消
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え

な
の
か
、
お
伺
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

温
泉
資
源
の
保
護
を
最

優
先
に
考
え
た
上
で
、

発
電
等
の
た
め
に
、
温
泉
の
採

取
量
を
増
や
す
こ
と
な
く
、
浴

用
に
利
用
す
る
前
後
の
温
泉
熱

を
発
電
設
備
や
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
有

効
活
用
し
、
本
来
の
温
泉
と
し

て
の
利
用
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な

い
範
囲
に
お
い
て
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
温
泉
の

地
産
地
消
を
図
る
。

　
木
材
に
つ
い
て
は
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
の
検
討
を
し
て
い

る
小
田
原
市
を
注
視
し
な
が
ら
、

研
究
し
て
い
く
。

QQAAQQ

AA

案
内
表
示
物
の
多
言
語

表
示
に
つ
い
て

外
国
人
が
観
光
す
る
中

で
、
2020
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
進
展

さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
が
、
見
や
す

さ
や
看
板
の
規
模
の
制
限
も
あ

り
、
英
語
と
日
本
語
の
併
記
を

基
本
と
し
て
い
る
。
道
路
標
識

に
つ
い
て
は
、
当
町
は
、
地
方

拠
点
に
選
ば
れ
て
い
る
た
め
道

路
標
識
適
正
化
委
員
会
神
奈
川

県
部
会
の
中
で
、
道
路
案
内
標

識
の
改
善
に
つ
い
て
、
内
容
の

検
討
が
始
ま
っ
て
い
る
。

共
通
乗
車
券
へ
の
推
進

が
図
れ
な
い
か
。

共
通
化
が
図
れ
れ
ば
、

利
用
者
に
と
っ
て
便
利

に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、

交
通
事
業
者
に
と
っ
て
は
、
我

々
が
考
え
て
い
る
よ
り
も
、
は

る
か
に
難
し
い
問
題
で
あ
る
と

伺
っ
た
。当

町
と
し
て
は
、
電
波

状
況
が
不
安
定
な
山
間

部
を
抱
え
る
中
で
、
環
境
の
整

備
が
急
が
れ
る
わ
け
で
す
が
、

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
設
備
の
普
及
策
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
進
め
ら

れ
る
の
か
。

当
町
で
は
、
山
梨
県
、

静
岡
県
と
神
奈
川
県
が

協
力
し
て
、
Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ
ｓ
ａ
ｎ

Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ

環
境
の
向
上
を
推
進
し
て
お
り
、

今
後
も
広
域
的
に
協
力
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
外
国
人
で
あ
れ
ば
総
合
観
光

案
内
所
か
、
湯
本
駅
構
内
案
内

所
で
受
け
取
れ
る
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
カ
ー
ド
を
使
用
し
、
14
日

間
、
無
料
で
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
を
利
用

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

QQAA QQQQ AA

AA

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

村
野

　由
紀
子

AAAA QQ

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

川
端

　祥
介

今
後
の
観
光
戦
略
に
つ
い
て

川
口

　延
明
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な
ど
へ
観
光
に
関
す
る
営
業
な

ど
の
働
き
か
け
の
検
討
は
さ
れ

て
い
る
の
か
。

長
期
的
な
計
画
は
現
在

な
い
が
、
国
の
内
閣
官

房
2020
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
推
進
室

や
県
の
神
奈
川
ビ
ジ
ョ
ン
2020
推

進
本
部
な
ど
国
や
県
の
動
向
を

確
認
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
計

画
し
て
い
く
。
町
内
で
は
民
と

官
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対
策
の
準

備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
予
定

で
あ
る
。南

足
柄
市
の
箱
根
ジ
オ

パ
ー
ク
参
入
が
予
定
さ

れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
経
過

と
予
定
は
。

箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
は
平

成
28
年
度
に
再
認
定
審

査
を
控
え
て
い
る
の
で
、
そ
の

際
に
南
足
柄
市
の
編
入
に
よ
る

エ
リ
ア
拡
大
手
続
き
を
行
う
予

定
で
あ
る
。

町
内
に
在
住
の
人
た
ち

の
安
全
を
図
る
た
め
の
、

急
病
患
者
の
搬
送
に
つ
い
て
昨

年
度
の
、
救
急
搬
送
の
回
数
も

増
加
し
、
そ
の
３
割
以
上
が
町

内
在
住
者
で
あ
っ
た
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。
昨
年
度
、
導
入
さ

れ
た
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
利

用
を
含
め
現
状
を
お
伺
い
い
た

し
ま
す
。現

在
381
軒
に
、
配
付
を

し
て
い
る
。

町
民
よ
り
救
急
依
頼
を

受
け
、
医
療
機
関
へ
の

搬
送
先
が
決
ま
ら
ず
、
時
間
を

要
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
過
去
に
、
ほ
か
の
市
町

村
に
お
い
て
、
た
ら
い
回
し
に

さ
れ
死
に
至
っ
た
事
例
も
あ
っ

た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
が
、

当
町
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な

危
険
な
状
態
の
事
例
が
あ
っ
た

か
ど
う
か
、
お
伺
い
い
た
し
ま

す
。

ま
れ
に
専
門
外
の
傷
病

に
よ
り
、
病
院
側
の
受

け
入
れ
が
困
難
で
あ
る
な
ど
の

理
由
か
ら
、
病
院
の
決
定
に
時

間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
る
が
、

通
常
は
病
院
選
定
に
よ
り
搬
送

が
お
く
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。

搬
送
時
に
問
題
と
な
る
、

交
通
渋
滞
時
の
対
処
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。
最
近
は
、

湯
本
地
区
に
限
ら
ず
、
宮
ノ
下

元
箱
根
地
区
な
ど
、
全
山
で
上

下
線
と
も
に
渋
滞
が
多
く
発
生

し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
渋
滞

時
の
搬
送
時
間
な
ど
、
状
況
に

つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

渋
滞
時
に
お
い
て
も
、

現
場
を
出
発
し
て
か
ら
、

小
田
原
市
内
の
病
院
に
到
着
す

る
ま
で
の
走
行
時
間
に
は
ほ
と

ん
ど
差
が
な
い
状
況
で
あ
る
。

QQAA

QQ

QQ

AA

AA

観
光
予
算
の
削
減
に
よ

っ
て
、
誘
客
宣
伝
の
効

果
が
下
が
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
中
で
、
効
果
的
な
誘
客
宣
伝

が
望
ま
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

取
組
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

誘
客
宣
伝
の
重
点
項
目

は
、
収
客
力
の
高
い
イ

ベ
ン
ト
で
の
誘
客
宣
伝
事
業
の

展
開
、
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅

力
を
伝
え
る
と
と
も
に
自
然
を

意
識
し
た
宣
伝
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
・
ツ
イ

ッ
タ
ー
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
充
実
と

季
節
感
を
意
識
し
近
隣
市
町
村

と
協
力
し
た
宣
伝
。
外
国
人
誘

客
で
は
ス
イ
ス
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

と
の
友
好
都
市
を
意
識
し
た
ブ

ラ
ン
ド
作
り
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
強
化
等
の
実
施
を
し
て
い
く
。

ま
た
、
圏
央
道
の
開
通
に
伴
い

北
関
東
か
ら
の
新
た
な
誘
客
に

力
を
入
れ
て
取
り
組
む
予
定
。

2020
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
前
に
し
て
、
海
外
か
ら
の
誘

客
に
関
す
る
長
期
的
な
計
画
と

観
光
庁
な
ど
の
国
や
県
の
窓
口

と
の
連
携
、
ま
た
主
な
大
使
館

QQAA

QQ

QQ

AAAA

中
小
建
設
業
者
の
仕
事

お
こ
し
に
役
立
ち
、
地

域
経
済
に
大
き
な
波
及
効
果
を

持
っ
て
い
る
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
」
は
全
国
で
628
、

県
内
で
18
の
自
治
体
が
実
施
を

し
て
い
る
。
中
小
建
設
業
者
の

工
事
費
や
新
築
住
宅
着
工
件
数

が
減
少
し
て
い
る
一
方
、
設
備

の
改
善
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
耐

震
、
断
熱
な
ど
の
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
へ
の
要
望
が
高
ま
っ
て
い

る
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
関
連
業

種
は
300
に
も
及
び
、
各
地
で
助

成
額
の
８
倍
か
ら
30
倍
と
い
う

大
き
な
事
業
量
に
な
っ
て
い
る
。

町
長
は
財
源
確
保
策
と
し
て
新

た
に
都
市
計
画
税
や
固
定
資
産

税
の
超
過
課
税
の
導
入
に
言
及

し
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
、

地
域
住
民
に
喜
ば
れ
地
域
経
済

が
元
気
に
な
る
景
気
対
策
を
行

い
税
収
増
を
図
る
べ
き
だ
。

　
建
設
関
連
事
業
者
は
数
が
少

な
く
経
済
波
及
効
果
は
認
め
ら

れ
な
い
と
い
う
根
拠
に
つ
い
て

箱
根
町
建
設
業
協
会
の

要
望
事
項
に
は
な
く
経

済
波
及
効
果
へ
の
期
待
感
は
大

き
く
な
い
が
、
今
後
例
え
ば
空

き
家
の
有
効
活
用
を
は
か
り
、

移
住
を
促
進
す
る
た
め
に
リ
フ

ォ
ー
ム
を
含
め
た
助
成
を
行
っ

て
い
く
な
ど
検
討
を
進
め
て
い

く
。

消
費
税
増
税
に
加
え
、

新
税
の
導
入
は
地
域
経

済
を
冷
え
込
ま
せ
る
だ
け
と
考

え
る
。

使
用
料
、
手
数
料
の
見

直
し
や
公
共
施
設
の
維

持
管
理
費
の
削
減
な
ど
代
替
策

を
十
分
に
実
施
し
た
上
で
新
税

の
導
入
が
必
要
と
判
断
し
た
ら

議
会
の
力
も
借
り
議
論
を
深
め

て
い
く
。宮

城
野
保
育
園
は
旧
城

内
箱
根
分
校
跡
地
へ
早

急
に
建
て
替
え
に
着
手
す
べ
き
。

今
の
ま
ま
宮
城
野
保
育

園
・
温
泉
幼
稚
園
を
存

続
さ
せ
て
い
く
。

QQ

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
で
地
域

経
済
活
性
化
を

山
田

　和
江

箱
根
町
観
光
関
係
予
算
に

つ
い
て

折
橋

　尚
道

救
急
患
者
の
搬
送
に
つ
い
て

勝
俣

　剛
一

AA

AAAA QQQQ
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表紙の写真　大募集!!表紙の写真　大募集!!

　地方自治法や町議会政務活動費の交付に関する条例に基づき、議員の調査研究に必要な経
費の一部として、会派及び議員に対し、政務活動費を交付しています。平成25年度における
支出状況は次のとおりです。なお、平成25年度は9月に改選が行われたため、前期・後期に
分かれております。
　全ての会派及び議員において､支出額が交付額を上回ったため､返還額はありませんでした。

平成25年度　政務活動費会計報告平成25年度　政務活動費会計報告

(単位：円)【前期分】

8
480,000
791,648
791,648

0
0
0

0(311,648)

至誠会

人　　　数(人)
交　付　額
支　出　額

返還額(自己負担額)

調査旅費及び研修費
資料作成及び購入費
広　報・広　聴　費
事　　　務　　　費

会派･議員名

内

　
　
訳

2
120,000
121,170
34,320
18,600
68,250

0
0(1,170)

公明党

2
120,000
122,790
122,790

0
0
0

0(2,790)

緑風クラブ

2
120,000
197,912
197,912

0
0
0

0(77,912)

改革はこね

1
60,000
61,889

0
41,202
18,500
2,187

0(1,889)

日本共産党

【後期分】

7
420,000
578,825
578,825

0
0
0

0(158,825)

至誠会

人　　　数(人)
交　付　額
支　出　額

返還額(自己負担額)

調査旅費及び研修費
資料作成及び購入費
広　報・広　聴　費
事　　　務　　　費

会派･議員名

内

　
　
訳

3
180,000
195,975
195,975

0
0
0

0(15,975)

緑風クラブ

2
120,000
125,718
34,320
19,860
69,460
2,078

0(5,718)

公明党

1
60,000
64,845

0
42,375
21,000
1,470

0(4,845)

日本共産党

1
60,000
64,284
64,284

0
0

0(4,284)

勝俣公好

　次号（12月発行）の表紙に掲載する写真を募集します。氏名、住所、電話番号を記載した
ものを必ず同封して下記の宛先にご応募ください。締切は10月31日㈮
テーマ　｢自然（風景・植物・動物・昆虫など）」
宛　先：〒250-0398　箱根町湯本256番地　箱根町議会事務局　行　
E-Mail：web_gikai@town.hakone.kanagawa.jp
応募の条件
・オリジナル作品で未発表の写真に限ります。
・横長の写真を募集します。　・合成写真はご遠慮ください。
・応募者は応募作品の制作者であること、また応募作品の著作権を完全に保有していること
・掲載した画像の著作権並びに被写体の持つ諸権利（特に肖像権）に関して、箱根町および
　箱根町議会は一切の責任を負いかねます。
・現像した写真でもデータでも応募いただけますが、提出された写真は、返却いたしません
　のでデータでの提出を推奨いたします。
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猛
暑
の
夏
は
、
熱
中
症
や
そ

の
他
体
に
不
調
を
き
た
す
の
で
、

注
意
が
必
要
と
な
り
、
好
ま
し

く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で

も
夏
は
あ
る
程
度
、
夏
は
暑
く

な
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
、
夏
ら

し
く
な
い
と
の
思
い
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
今
年
の
夏
の
天

気
は
猛
暑
の
日
が
あ
り
、
ま
た
、

長
雨
や
霧
な
ど
の
天
候
不
順
が

あ
る
な
ど
、
そ
の
落
差
の
大
き

さ
に
振
り
回
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。

　
幸
い
箱
根
は
豪
雨
に
よ
る
災

害
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
日
本
各
地
で
起
き
た
災

害
に
は
心
が
痛
む
思
い
で
テ
レ

ビ
を
見
て
い
ま
し
た
。
特
に
広

島
県
で
の
土
砂
災
害
に
見
舞
わ

れ
、
命
を
な
く
さ
れ
た
多
く
の

方
々
に
衷
心
よ
り
お
悔
や
み
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
議
会
だ
よ
り
編
集
委

員
会
で
は
、
昨
年
の
秋
か
ら
委

員
会
委
員
が
変
更
に
な
り
、
委

員
会
発
足
当
初
よ
り
「
見
や
す

く
情
報
の
豊
か
な
議
会
広
報
誌

づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

本
年
3
月
よ
り
、
一
般
質
問
の

議
員
の
写
真
の
掲
載
や
常
任
委

員
会
で
の
活
動
内
容
の
掲
載
。

ま
た
、
書
面
構
成
に
工
夫
を
凝

ら
し
読
者
に
目
を
向
け
て
も
ら

う
よ
う
な
紙
面
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

記
事
の
内
容
に
も
、
日
常
的
な

議
員
活
動
に
焦
点
を
当
て
て
、

私
た
ち
議
会
が
何
を
し
て
い
る

の
か
積
極
的
に
情
報
の
提
供
を

し
て
い
き
ま
す
。
町
民
と
議
会

が
近
づ
く
広
報
誌
づ
く
り
を
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
も
ご

期
待
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
折
橋
　
記
）

　
議
会
改
革
等
推
進
特
別
委
員

会
は
、
議
会
基
本
条
例
に
の
っ

と
っ
て
箱
根
町
の
議
会
改
革
を

進
め
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
２

月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
あ
っ

た
、
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
研
究
所
が
実
施
し
た
、
議
会

改
革
度
調
査
2013
に
よ
る
と
、
箱

根
町
の
議
会
改
革
の
進
行
状
況

が
、
回
答
の
あ
っ
た
全
国
の
1444

議
会
で
、
776
番
と
の
結
果
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
評
価
は
議
会

改
革
が
、
遅
れ
て
い
る
と
し
た

厳
し
い
結
果
と
な
り
、
今
後
さ

ら
に
改
革
の
速
度
を
上
げ
た
努

力
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
7
・
8
月
の
議
会

改
革
等
推
進
特
別
委
員
会
、
各

常
任
委
員
会
で
、
今
で
き
る
改

革
は
直
ち
に
実
行
す
る
こ
と
と

し
て
、
今
年
度
よ
り
積
極
的
な

委
員
会
活
動
の
姿
と
し
て
、
毎

月
定
例
会
を
設
け
、
各
委
員
会

が
自
ら
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
長

期
的
な
検
討
を
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　
7
月
17
日
の
定
例
会
で
各
常

任
委
員
会
が
、
次
の
よ
う
な
課

題
を
設
定
し
検
討
を
し
て
い
き

ま
す
。

総
務
企
画
観
光
常
任
委
員
会

①
　
町
の
観
光
戦
略
に
つ
い
て

②
　
空
き
家
対
策
と
定
住
化
に

つ
い
て

③
　
防
災
に
つ
い
て

④
　
町
の
財
政
対
策
に
つ
い
て

教
育
福
祉
環
境
常
任
委
員
会

①
　
教
育
の
充
実
と
施
設
の
維

持
管
理
に
つ
い
て

②
　
定
住
化
対
策
と
子
育
て
支

援
に
つ
い
て

③
　
有
害
鳥
獣
対
策
の
調
査
研

究
に
つ
い
て

以
上
の
内
容
が
委
員
会
で
の
今

後
の
検
討
課
題
と
し
て
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
定
例
会
か
ら
、

傍
聴
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ
審
議
資

料
の
貸
出
を
行
い
ま
す
。
部
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
希

望
に
添
え
な
い
時
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
ぜ
ひ
傍
聴
し
に
来

て
く
だ
さ
い
。
町
民
の
皆
さ
ん

と
の
意
見
交
換
会
も
行
っ
て
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
内
容

の
見
直
し
や
議
会
交
際
費
の
見

直
し
も
行
い
ま
す
。
今
後
の
議

会
改
革
に
お
い
て
も
先
進
地
の

事
例
を
調
査
・
研
究
し
、
進
め

て
い
き
ま
す
。

編 

集 

後 

記

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　委 

員 

長

　稲
葉
親
太
郎

　副
委
員
長

　村
野
由
紀
子

　委

　
　員

　遠
藤

　秀
則

　委

　
　員

　折
橋

　尚
道

議
会
改
革
等
推
進
特
別
委
員
会

情報化研修会

経
過
報
告

　
50
年
目
を
迎
え
た
姉
妹
都
市

提
携
を
記
念
し
洞
爺
湖
町
で
記

念
式
典
が
行
わ
れ
、
町
だ
け
で

な
く
議
会
同
士
も
手
を
取
り
合

い
、
お
互
い
の
絆
を
深
め
ま
し

た
。
ま
た
洞
爺
湖
町
内
の
施
設

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

箱
根
町
・
洞
爺
湖
町

姉
妹
都
市

提
携
50
周
年
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